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パインアップル副産物の利用に関す る研究 (第2報)

ブ ロメ リンの 硫 安 及 び 有 機 溶 媒 に よ る分 別 に つ い て

当 山 滑 善

(琉球大学幾芸化学科)

蓄えがき

パインアップルに含まれている出白質分解酵素ブロメ

リンが食肉衰軟化剤並びに医薬品として利用されるよう

になり,ノ､T7イほおいてはその盟産が行なわれている.

L良近円木においても米国からプロメタン原粉末を輸入し
て魁晶化が行なわれるようになった lノi').パイソアップ

ル産業が琉球の妄掛韓座業として発適しT.:今ETその副産物

の利用の一環としてプロメリソ音数晶化することも重要

な加越の一つであろう.

'lr梢 は前職 8)せこおいてパ インアップル嘩本恥における
ブロメリンの存在状鳩を明らかにすると共に粗軒紫液を

用いて 2,3の性質を検討した.木報に1.Jtいては硫安及

び有機桁的i:tこ,kる栄肉汁,-=%汁及び菓汁からのプロメリ

yの分別について検討したので報告する. (ハワ1ほお

いては雌にバイこ'アップルからアセiy粉末として製品

化されているといわれるがその場脚fJデ-クーが入手用

離なため水火験を行なった.)なお原料からのブロメリ

ンの回収率及びその性状等については次報で報告する.

実験方法

1)果肉汁 ,茎汁及び葉汁の調製

兜肉汁は果実,=p制度心抜き托した緊内部分 を破砕 搾

汁,纂汁及び非汁は基部及び基部を細断してミキサーで

破砕搾汁後それぞれ遠心分離機で浮遊物を除去して摺溶

液を得,他郷 こ際してそれぞれpf15.0に調節した.

2) 硫安分別海事斤

Osborne亜二法に従い各飽和度になるように室温で固体

硫安を添加後生成する沈殿を遠心分離機 (4000回転,ユ0

分)で分離した.各沈殿部分を蒸留水に潜解してセロフ

7ソ膜で蒸留水に対して一夜透析後-走塁にして酵素骸

とした.

3) 有機溶媒分別

有機溶媒としてアセ トン (96%)及びアルコール (95

･o/a)を用い萩原5)の方法に従い室温で各分別潰度になる

ように添加後生成する沈殿を遠心分離機で分離した.令

沈殿 部分を一定塁の生理食塩水に溶解して軸索液とし

た.

4) ブロメリン活性の測定

プロメi)ソ活性.は前報3)に従い Folin法で測定した..

酵素液は活性力に応じ適宜希釈し,反応条件はpH6･5,

40oC,10分とした.活性値は光'Fq比色計 (610m/t)の

吸光度 (0.D･)をもって示した.

各館素液の蛋白質濃度は各分別部分の鑑白質濃度に応

じ過客希釈して萩原の銅-Folin墨色改変法6)に従い光

'rTE比色計 (650JLnJL)で里色度を測定した.. その浪度の

値は得られた吸光度 (0.D.)を各酵素液について希釈

倍数した値をもって示した.

実験祐果及び考察

1)果肉汁､茎汁及び葉汁の硫安分別塩析

舘1図は各汁液を硫安塩析して各分別沈殴部分につい

てブロメリン活性及び蛋白質濃度を測定した もので あ

る.図から明らかなようにブロメリン活性及びその蛋白

質は果肉汁では0･1-0.3硫安飽和度で沈殴し,茎汁では

.1-0.5飽和度,葉汁では0.1-0.6飽和度で沈殴した.

各汁液からの硫安によるブロメリン蛋白質は有機溶媒の

場合より沈毅の生成が困難なためその分轍に遠心分離機

を使用しなければならない.また蛋白質中に残留する塩

賓を除くため透析その他の処理をしなければならない欠

点はあるが,ブロメリン標品の精製のためには有効な手

段と考えられる.
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柴汁共に･80-90%の分別髄分で敬 もたかい値を示してい

ら . これは各汁液中の蛋白質組成が異なるため で あ ろ

う.しかし各汁液共分別しない場合は80%以下のアセト

y澱度でブロメリン蛋白質はすべて沈殿しておりこれは

蛋白質が不純物と典に沈殿するためであろう.各汁液に

おける沈殿の生成及びその分離は茎汁の方が巌 も容易で

あった.

2) 果肉汁,茎汁及び蕪汁のアセトン分脈

各汁液について各分別濃度になるようにアセ トンを加

え生成する沈鞭部分についてブロメリン活性及び蛋白質

浪鹿を測定した..その結果を果肉汁は第2図,.茎汁は第

3図.,非汁は節 4図に示した.果肉汁,茎汁及び柴汁の

殆どのプロメDy活性がそれぞれ80-90%,30-809/O及

び70-900/Oの分別部分にあり,式日贋濃度は果肉汁及び
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3) 果肉汁及び墨汁の アルコール分別

第 5図及び第6図はそれぞれ緊肉汁及び茎汁について

各分別渋度になるようにアルコールを加え生成する沈殿

部分のプロメリI/･活性及び蛋由質濃度を示したものであ

ち.図から明らかのようにアセ トンによる分別沈殿部分

と同じく果肉汁及び掌汁のプロメリ.y活性はそれぞれ80

-30%及び40-･800/Oの沈殿部分にあり,蛋白質濃度 もブ

ロメリン活性のたかい部分でたかい値を示している.両
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沖波共分別しない場合は800/oアルコール濃度ですべての

プロメDy蛋白質は沈殿している.アセトン及びアルコ

-..叫こついて沈膜の生成及びその分離の難易を比較した

場合特に異肉汁においては アセ トンの 方が容易で あっ

た..しかし企業的.に原料 からブロメリンを分離 抽出 す

る場合には溶媒の供給状態からして琉球においてはアル

コールが薗利であろう.アセ‡ソ及びアルコ-ルにJ:ら

プロjyyの粉末化並びにその性状について今後検討す

る必要がある.
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第6懐 茎 汁 中 の ブ ロ メ リ ン 活 性 及 び 蛋 白 質 過 度 と
ア ル コ ー ル 過 度 と の 関 係

要 約

パインアップル果肉汁,茎汁及び柴汁中に含まれるブ

ロメリ>･･.'･Cついて硫安分別塩析及び有機溶媒分別沈毅を

検討し次の結果を得た.

ユ) 果肉汁,茎汁 及び 東沖中の プロメDy はそれぞれ

0.1-0.3,0.2-0.5及び0.2.-0.5硫安飽和度で塩析 され
LZ.i
)I_.

2) 果肉汁,茎汁及び典汁中のプロメタ}/はそれぞれア

セ トン濃度80-90,30-800/O及び70-900/Oで 分 別 沈 殿

し,J各汁液其80C/O以下のアセ トン温度ですべてのプロメ

リソ動白質は沈殿 した.

3) 果肉汁及び墨汁中のプロメリl/はそれぞれアルコ-

ル浪度40-80%及び80-90%で分別沈殿 し,両汁液共80

0/o以下のアルコール濃度ですべてのプロメリソ蛋白質は

沈殿 した.

バIソア ップ.7L,原料を提供していただいた琉球農連パ

イン工場並びに中部食品KKに感謝致します.
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